
40 化学と教育　69巻 2号（2021年）

ヘッドライン　日本の化学を世界に知らしめた科学者達
　長井長義，北里柴三郎，高峰譲吉，鈴木梅太郎の 4人を取り上げる。これらの科学者達
は，これまで『化学と教育』誌ではあまり取り上げて来なかった人物達である。というのも，
長井は薬学，北里は医学，高峰は醸造学・起業家，鈴木は農学というように化学と他分野の
境界領域―界面―とも言うべき分野で研究活動してきた人物達であったからである。本企画
ではこれらの科学者達に光を当て，また場合によっては新型コロナウィルスや食糧問題のよ
うな今日的問題を顧みながら，化学における貢献をも再考していきたいと考える。
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組み換わる共有結合を利用した自己修復性高分子材料とその展開 大塚英幸
新陳代謝して成長するゲル 中島　祐，龔　剣萍
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次号ヘッドライン “自分を治す”高分子の化学

　明治の哲学者・井上円了により創立された東洋大学は，5キャンパスに 13 学部・
大学院 15 研究科を擁する総合大学です。
　板倉キャンパスで学ぶ生命科学部と食環境科学部は，命の解明と基礎研究，環境
にやさしいものづくり，食の安全や健康栄養などをテーマに研究を展開。産学連携
による研究，科学講座の開講など社会への貢献も重視しています。写真は両学部の
研究室がある 5号館（実験棟）。ガラス張りの外観となだらかな曲線は，「シーズ
（生命の種）」をモチーフとしています。

表紙の言葉　東洋大学


